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三波川～御荷鉾措とくに四国地方のそれには多量の塩基性変成岩がある｡

これらは化学組成からみると局部的にも, 地域的にも不均質なものである｡ たとえば, ( 1 ) 三波川系

縞状片岩では, その暗線縞部は淡腺のそれにくらべて MgO,FeO,Na20,K20,H20に富み,SiO2,CaO,

Fe203,C02 に乏しい｡ (2) 同層準に属する岩体間においてはむろんのこと, 同一岩体においても局部的

に化学組成の変化があって, この点で火成岩の場合に, しばしばとられるような, 一部の試料の組成から

岩体のそれを推測することは困難である｡ (3)比較的変成度の弱い御荷鉾系緑色岩体の不均一性は三波

川系のそれほどには著 しくない｡ 要するに変成岩は広域的 に も, 局所的にも多少とも不均質なものであ

る｡

しかし, これを変成作用のそれぞれの場を基準として考える場合, 変成岩中の諸成分の変動傾向はつぎ

のようである｡ 三波川系では (1) intraformationaltightfoldingに伴 う勢断部では周辺部にくらべて

MgO,FeO,H20が多く, SiO2,CaO,Fe203,MnO,Na20は少ない｡ (2) 摺曲の項部または底部は翼

部にくらべて,SiO2,A1203,FeO,Na20が多く, MgO,Fe203,CaOは少ない｡ (3) 弱変成塩基性火成

岩- 緑色片岩- 点紋角閃片岩- 柘梱石角閃岩の段階を通 じて変成度が高 くなるほど A1203,CaOは増加

し,FeO,H20,C02 は減少する｡Fe203 は三波川系ではこの場合とくに減少する｡ SiO2,MgO,MnO,

Na20 , K 20 は変成度とは無関係に変動する｡ (4 ) 石英, 方解石, 曹長石などの分結脈の周辺では母岩の

平均含有量よりも SiO2,Fe203,CaO,Na20,C02が少なく, 他の成分は多い｡ この傾向は労断部 にみら

れる傾向と類似する｡ (5)再結晶作用を行なったあとの局地的な弱い鉱化作用を伴 う熱水作用によって

緑色片岩中の FeO, K 20, H 20,C02 は増加 し, Fe203,Na20 は減少する｡ 御荷鉾系緑色岩体では A1203

と MgO との問には負の相関関係があり, 片岩部では塊状部よりもFeO,H20 が増加 し,Si02 が減少す

る｡

これらの成分のうち, 易動性成分の挙動を総括するとつぎのようである｡ H20,C02は一般 に変成度の
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さらに, その変成後においても, なお一部に残存する火成岩貴右理, 一般的化学組成などからみて, こ

れら塩基性変成岩の源岩は火成岩であると推論 した｡

要するに, 三波川変成作用は炭酸塩化, 酸化還元反応などを含む熱水作用をともない, 少なくとも局所

的には物質の差別的移動が行なわれたもので, この種変成岩はその源岩の化学組成をそのまま受けついだ

ものではないと結論している｡

この論文は変成作用の地球化学的研究に責重な資料をあたえるとともに, 未解決なところの多い三波川

変成論に対 して新しい知見を加えた労作であり, 変成岩岩石学に寄与するところが少なくない｡

よって, この論文は理学博士の学位論文として価値があると認める｡
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